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これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

No. 

 2４ 

私の稀覯本ノート　その24 

○ 好きな歌・嫌いな歌『團伊玖磨』 
椎窓　猛  

　川はうたうさようなら 
　筑後平野の百万の生活の幸を 
　祈りながら川は下る 
　有明の海へ 
　筑後川　筑後川 
　その終曲あゝ 
　作詩丸山豊、作曲團伊玖磨の合唱
組曲『筑後川』は、去秋１０月２２
日、大川の文化ホールで演奏会が催
された。中野政則氏らの肝入りで、
小国町で始まった『筑後川』は流れ
に沿った町での演奏会が、河口大川
にたどりつき、一応の終幕となった。
思えばありし日の作曲家を偲ぶ郷愁
あふれる演奏会となった。 
　作曲家團さんはまたすばらしいエ
ッセイで、続、続、また、また、と
えんえん続刊『パイプのけむり』は
広く親しく読まれて、広く知られて
いる。しかし、この『好きな歌嫌い
な歌』は（昭和52年刊）さして知ら
れてはいないのではないかと思う。 

　團さんが痛烈に批判しているのは、
文部省唱歌がだれが作詞し、だれが
作曲したか分からない、要するに個
人名滅却、著作者名を消すという木
ッ端役人の発想が嫌い。それだけで
も文部省唱歌は好きになれないが、
“秋の夕日に照る山紅葉”はよく詠
んでいると述べられている。團さん
はすばらしい童謡を作曲されている
が、二歳の幼児すら口ずさむ『ぞう
さん』について、「ぼくはそうした
歳月の移りのなかでこの小さな歌が
子供の心の中に、平和の中のひとつ
の小さな小さなしじまとして生き続
けていることを、そして小さな歌に
も歴史が宿っていることを、作った
人間としてとても嬉しく思っている」
と述べられている。戦後、上野動物
園に、インドのネール首相が象を贈
ったときに作曲されたものである。
作詞は、まどみちおさんである。 
　　　　　　　　　（自分史図書館長） 

再生紙使用 

○ 歌集「両手握れば」 
大坪　公子  

　東京、世田谷区に内科臨床医とし

て、医療活動の最先端にあって繁忙

精励の先生は、短歌の道にも一途に

精進である。あとがきに、「よい精

神を持たなければよい歌は出来ない。

人間の本性に根ざしたものがよい歌

になる」と、人間を磨いて、よい精

神をもって、よい歌を－と、願い

つづけられての精華がここに歌集と

して美しく結晶している。ya第20

号に、大坪先生の歌集「在宅酸素」

を紹介しているのが、このたびは、

人生史サークル『黄櫨』の熱心な会

員倉ノ下和代さんとは縁戚に当たら

れるとの話で、この歌集を格別の思

いで親しく読ませていたゞいた。大

坪先生のご健筆を祈念し、さらに歌

集が続刊されますよう期待申します。 
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つれづれの記 
句集緑の雨 
悲恋の女王久津媛 
たいしたものはありません 
福岡県の文学碑　古典編 
　　　〃　　　　近・現代編 
広瀬淡窓日記 
　　〃　　 （二） 
　　〃　　 （三） 
　　〃　　 （四） 
詩集晩鐘かすかに 
直腸切断 

受贈図書紹介 19 順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 

久留米市 
大牟田市 
日 田 市  
吉 井 町  
小 郡 市  
小 郡 市  
長 崎 市  
〃 　  
〃 　  
〃 　  

太宰府市 
福 岡 市  

………………………  的場　恒孝 
…………………………  平木　谷水 

…………………  福本　英城 
………  島居　祐示 
…………  大石　　實 
……  大石　　實 

……………………  井上源吾訳註 
〃　　　 
〃　　　 
〃　　　 

…………………  秋山　喜文 
……………………………  寺田健一郎 

蔵書目録 ③ ができました　￥１６０ 送料込（郵便切手可） 

受贈図書紹介は今月休みます。 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時00分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 
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○ 富永シヅ物語 
椿　六郎 

 

　福岡運輸株式会社様より

の寄贈。 

　「これは世の中に必要な

仕事だから－」の一念で、

５０年前に、国産初の冷凍

車定温輸送網を作り、台所

への生鮮食品輸送の大改革

者、富永シヅさんの一代

記。 

　この女性社長さんは、長

崎女子師範卒。成績抜群、

そのまゝ付属小の先生へ。

子どもの教育に生涯を捧げ

たいとの念願であったが、

漁師の親方の嫁へ。早逝の

ご主人の後を継いで家業を

守り、漁業会社復興。日本

中に生鮮食品を届ける低温

輸送網を構築したパイオニ

ア。しかし柔和な物腰、淑

やかな振舞の女社長と見受

けられる。 

○ 陸軍へんこつ隊長物語 
　さむらい商法編 

後藤四郎 
 
　かっては陸軍軍管区参謀
長の要職にあった松村少
将、そして私にしても歩兵
第３２１連隊長。世が世であ
れば数千人の兵を率いて、
戦場を馳駆する身。 
　戦い敗れて、リュックサ
ックに上官と共に鉛筆を詰
め、文房具行商。 
　「なあに、ここは砲弾は
飛んでこないんだ。命さえ
あれば－」と幾山越えての
行商体験記である。 
　後藤隊長いわく、「人生
はただの一度しかない、そ
のかけがえのない人生を明
るく・・・若さをもってと
奮闘の人生談義。 

○ チャコと私のこころの旅路 
水城　央 

 

　水城さんは介護ヘルパー

２級資格を取得し、現在、

介護美容師として高齢者優

先、介護出張サービスの美

容室を経営。 

　この物語は、愛猫チャコ

との生活交流記である。

「夏が過ぎて初秋に入る

と、我が家に来てから二年

目を迎えるチャコは、見違

えるほどおちゃめなレディ

ーになった」といった文章

で明快に描きだされてい

る。愛しくてやまなかった

チャコは逝く。そこでチャ

コへの鎮魂歌として、言葉

の中に永く生き続けること

を願っての物語というわけ

である。 
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